
おぐにの歴史を未来につなぐおぐにの歴史を未来につなぐ
発信と交流の拠点へ発信と交流の拠点へ

　

お
ぐ
に
ふ
る
さ
と
文
化
館
「
百

石
」
（
以
下
、
文
化
館
）
は
、
資

料
を
収
集
・
研
究
し
、
保
存
す
る

　　令和６年５月26日に町の歴史民俗資料館である「おぐ令和６年５月26日に町の歴史民俗資料館である「おぐ
にふるさと文化館『百石』」がグランドオープンしました。にふるさと文化館『百石』」がグランドオープンしました。
　今回は施設の概要について紹介するとともに、先人から　今回は施設の概要について紹介するとともに、先人から
受け継がれてきた歴史や文化をどのように未来につないで受け継がれてきた歴史や文化をどのように未来につないで
いくのか、そのあり方について考えます。いくのか、そのあり方について考えます。

ぶ
な
文
化
の
継
承
と
発
信

ぶ
な
文
化
の
継
承
と
発
信

開
館
ま
で
の
道
の
り
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館
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で
の
道
の
り

　

広
大
な
ブ
ナ
林
を
は
じ
め
、
豊

か
な
森
林
の
広
が
る
本
町
で
は
、

四
季
折
々
に
様
々
な
山
の
恵
み
を

い
た
だ
き
な
が
ら
暮
ら
し
や
生な

り
わ
い業

が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
用
い
ら
れ
て
き
た
生
活
の
道

具
（
民
具
）
や
書
き
記
さ
れ
た
歴

史
資
料
。
そ
れ
ら
を
後
世
に
遺
そ

う
と
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
小
国

町
文
化
財
研
究
会
等
が
中
心
と
な

り
、
資
料
の
収
集
や
文
化
財
の
目

録
作
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
教
育
委
員
会
で
は
様
々
な
郷

土
資
料
の
収
集
を
続
け
、
現
時
点

で
の
収
集
資
料
は
約
８
０
０
０
点

に
上
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
、

白
い
森
く
ら
し
の
資
料
館
（
旧
法

務
局
小
国
出
張
所
）
や
小
国
中
学

校
旧
寄
宿
舎
「
や
ま
な
み
寮
」
な

ど
に
保
管
し
、
そ
の
一
部
を
公
開

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
適
正
な
保
存
、

展
示
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
新
た
な
施
設
の
整
備
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
一
方
で
、
小
中
学
校
の
統

廃
合
に
よ
り
、
閉
校
校
舎
の
利
活

用
も
本
町
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
校
舎
の
完
成
が
最
も

新
し
い
旧
伊
佐
領
小
学
校
（
平
成

23
年
閉
校
）
を
新
た
な
資
料
館
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
事
業
は
令
和
２
年
度
か
ら
始

ま
り
、
で
き
る
だ
け
元
の
校
舎
を

活
か
し
た
環
境
改
善
や
資
料
の
移

動
・
配
架
、
展
示
解
説
パ
ネ
ル
制

作
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
10

月
に
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
か
た
か
ら

愛
称
を
募
集
し
、「
お
ぐ
に
ふ
る

さ
と
文
化
館
『
百

ひ
ゃ
っ
こ
く

石
』
」
に
決
定

し
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
５
月
26

日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
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こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
歴
史
を
掘

り
起
し
、
歴
史
文
化
遺
産
を
後
世

に
伝
え
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
資
料
を
展
示
し
、
学

校
教
育
や
社
会
教
育
等
で
活
用
す

る
こ
と
で
、
本
町
の
歩
み
や
ぶ
な

文
化
を
伝
え
、
ふ
る
さ
と
お
ぐ
に

に
対
す
る
愛
着
の
醸
成
を
促
す
ほ

か
、
小
国
町
を
訪
れ
た
か
た
に
対

し
、
本
町
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介

す
る
発
信
拠
点
に
も
な
り
ま
す
。

　

文
化
館
に
は
考
古
資
料
や
民
具

と
い
っ
た
郷
土
資
料
の
ほ
か
、
閉

校
と
な
っ
た
各
小
中
学
校
の
教
育

資
料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
常
設

展
示
で
は
３
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
整
理
、
展

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、
古

文
書
等
の
歴
史
資
料
に
つ
い
て
も

企
画
展
な
ど
で
展
示
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

伊
佐
領
小
学
校
の
閉
校
以
来
、

校
舎
を
管
理
し
て
き
た
伊
佐
領
・

箱
口
地
区
校
舎
管
理
組
合
の
志
田

藤
夫
組
合
長
は
文
化
館
に
対
し
、

「
今
ま
で
集
め
た
資
料
を
有
効
に

活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
や
町
外
の

収蔵室

企画展示室

WC
WC２階

交流スペース

　教室をそのまま使い開

校時の様子を再現して

います。講座やワーク

ショップ、会議など様々

な用途で利用できます。

業など）に分けて展示し、

白い森で育まれてきた暮

らしや里と山の生業につ

いて紹介しています。

テーマⅡ「白い森で育まれてきた暮らしと生業」 

　本町の暮らしの中で使用されてきた生活や生業の道

具（民具）を６つのゾーン（樹皮・つる細工、稲作農

小中学校、沖庭小学校）に

ついて紹介するとともに、

近代小国郷の教育につい

て知ることができる貴重

な資料を展示しています。

テーマⅢ「白い森に息づく地域の学び舎」

　本町の学校統合の変遷や統合小中学校（小玉川小中学

校、玉川小中学校、伊佐領小学校、白沼小中学校、北部

テーマⅠ 自然とともに生きた先史時代の人びと

　町内最古の遺跡である岩井沢遺跡をはじめ、後期旧

石器時代から縄文時代晩期までの遺跡を紹介するとと

もに、土器や石器などの

出土遺物を展示し、先史

時代の暮らしや交流につ

いて解説しています。

階段

※１階には本町の歴史年表や、県指定文化財にもなっている
そろばん玉石などの珍しい岩石を展示するとともに、休憩ス
ペースを設けています。

■常設展示について
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【おぐにふるさと文化館「百石」について】

■開館日　　毎週木・金・土曜日

■開館時間　午前10時から午後４時まで

　　　　　　（最終入館時間午後３時30分）

■入館料金（１人あたり）

　中学生以下　無料　／　高校生以上　100円

　10人以上の団体　50円

■所在地　　小国町大字伊佐領178番地

■問合先　　小国町教育委員会（☎62－2141）へ

【令和６年企画展の予定】

①企画展１　「私たちの『おぐに保育園』（仮）」

■期間　８月中旬～９月上旬頃

■内容　�令和３年度に閉園した「おぐに保育園」

の移り変わりや園行事の様子を紹介

②企画展２　「小国郷の祝い膳（仮）」

■期間　10月上旬～11月上旬頃

■内容　�町内の祝い膳について写真やお膳、食

器等で紹介

歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ

歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ

交
流
の
拠
点
へ

交
流
の
拠
点
へ

　

文
化
館
の
整
備
は
歴
史
民
俗
資

料
館
整
備
活
用
検
討
委
員
会
を
は

じ
め
、
伊
佐
領
・
箱
口
地
区
の
か

た
が
た
や
町
内
の
有
識
者
な
ど
か

ら
、
多
く
の
意
見
を
お
聴
き
し
、

進
め
て
き
ま
し
た
。
学
芸
員
の
資

格
を
有
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
欠
端
彩
乃
隊
員
に
文
化
館
に
対

す
る
思
い
や
今
後
の
文
化
館
の
活

用
等
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

「
文
化
館
は
文
化
交
流
施
設
と

し
て
の
側
面
も
持
っ
て
お
り
、
ぜ

ひ
町
民
の
か
た
が
た
に
広
く
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

資
料
の
価
値
に
気
づ
き
、
今
ま

で
守
っ
て
き
て
く
れ
た
か
た
が
い

た
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
昔
の
生

活
や
文
化
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
後
、
貴
重
な
資
料
を

次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
歴

史
や
文
化
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

場
所
、
ま
た
そ
れ
ら
を
守
り
伝
え

て
い
く
立
場
の
人
間
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
こ
れ

か
ら
町
の
歴
史
や
文
化
を
受
け
継

▲地域おこし協力隊
欠端彩乃隊員

か
た
に
も
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
施

設
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま

た
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
も

の
、
描
い
た
も
の
な
ど
を
展
示
で

き
る
場
所
と
し
て
も
期
待
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
も
っ
と
魅
力
あ
る

施
設
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
お
話
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

い
で
い
く
若
い
世
代
の
か
た
が
文

化
的
資
料
に
触
れ
る
き
っ
か
け
を

文
化
館
で
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
町
民
の
か
た
が
た
に

イ
ベ
ン
ト
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を

広
く
募
り
、
地
域
や
町
全
体
で
作

り
上
げ
る
施
設
に
し
て
い
き
た
い

で
す
」

　

文
化
館
で
は
今
後
、
企
画
展
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
交
流
施
設
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
や
展
示
会
の
開
催
、
会
議

や
研
修
で
の
利
用
な
ど
幅
広
い
分

野
で
の
活
用
も
可
能
で
す
。

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
お
ぐ
に
の

歴
史
・
文
化
を
未
来
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、
今
後
も
文
化
財
や
民

俗
文
化
、
伝
統
文
化
の
保
護
・
継

承
と
、
そ
れ
ら
の
発
信
と
活
用
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
う
し
た

活
動
・
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
お

ぐ
に
ふ
る
さ
と
文
化
館
「
百
石
」

が
町
民
の
か
た
が
た
に
愛
さ
れ
る

魅
力
的
な
施
設
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

▲当時の学校生活を懐かしむ伊佐領小学校卒業生の皆さん
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おぐにふるさと文化館「百石」のグランドオープン記念式典おぐにふるさと文化館「百石」のグランドオープン記念式典

　５月26日、おぐにふるさと文化館「百石」のグランドオープン記念式典が行われ、関係者
や地元住民、一般のかたなど約50人が参加しました。式典では施設名を考案されたかたへの
表彰のほか、文化館整備概要の説明が行われました。
　また、記念講演として、東北文教大学人間科学部特任教授の菊地和博氏が「地域文化活用と
『共に味わう楽しさ』を求めて－足元を掘る・そこに泉が湧く－」というテーマで、本町の歴史・
文化の特徴やそれを地域づくりにどのように活かしていくのかについて講演されました。
　このほか、グランドオープン記念企画として、伊佐領地区のかたがたが笹巻き・きなこづく
り講座を開催し、小学生の親子13人が参加しました。きなこづくりでは、文化館の収蔵品で
ある石臼で大豆をひく体験が行われ、子どもたちは重い石臼に驚きながら、一生懸命きなこを
作っていました。

▲渡部仁氏（前列左から４人目）髙橋和衛氏（前列
　左から３人目）

■おぐにふるさと文化館「おぐにふるさと文化館「百百
ひゃっこくひゃっこく

石石」の名前について」の名前について
　この名前を考案したかたにその由来やどのような思いが込められているのかについてうかが
いました。
・「おぐにふるさと文化館」考案者　渡部仁氏（伊佐領）

▲笹巻き・きなこづくり講座

　「どのような施設であるのかわかりやすく、子

どもでも読める名称がいいのではないかと思い

ました。おぐにの文化を過去、現在、未来とつ

ないでいってほしいという願いを込めています」

・「百石」考案者　髙橋和衛氏（伊佐領）

　「『百石』はこの地区に伝わる大鷲伝説に由来

します。伝説の舞台となった百石山はやまがた

百名山のひとつであり、伊佐領・箱口地区に住

む人にとっても馴染み深いものです」

▲菊地和博氏による記念講演の様子
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